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３ はじめの言葉 

 
４ 思い起こしたい 

システム化の原点と哲学             田原文夫 

グローバル化とは想定する帯域全体の最適化（オプチマイゼーション）を図ることであ

る。そのために、どうするか。システム化プロジェクトの原点もここにある。そのための

経済論にしても、情報共有論にしても、グローバルオプチマイゼーション（全体の最適化）

を見据えてのものである。そこでも、グローバルに対するリージョナル、ローカル／パー

ソナルな様々な既得権益との葛藤と軋轢を乗り切る努力が必要となる。換言すれば、シス

テム化とは既存勢力の帯域スキームを破壊し、新たなスキームを創出することである。 

 

１０ 情報社会を考える その５８ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか    編集部 

空母 7 隻の威力？ 
歴史認識云々論が喧しい。ではいつの時代の歴史認識を問題にしているのか。というと、

70 年も前に終わった世界規模での戦争時におけるものに集中してのものが多い。どうも、

そこで歴史が停滞してしまっているかのように思えてならない。 
日本もそして周辺国も、戦後に誕生した世代の割合がほとんどである。自分が実感した

ことでも、ましてや自分が体験したことでもない、身に覚えのない時代の歴史事実を摺り

合わせる議論は大概にしておくべきだろう。まったく馬鹿げた議論だとは言わないまでも、

当事者でもない若い者同士が、伝え聞かされた範囲、教え込まれた範囲をもとに論じ合う

など、とても効率的な時間活用だとは思えない。 
  

１２ 日本再生／世界競争力回復のカギ 

何故 Ｍ－ＢＩＭ構築が必要か  その 53        水田 浩 

オープンガバメント OG 19  工業化社会をデジタル化する 
1990 年代に紙によるワークフローをデジタルにして、メインフレームと端末を使って

事務系、技術系で個別に行われるようになり、1995 年代にはインターネットが世界中で

使えるようになってきた。そして、個別に開発されたシステムをより早く、より安く、よ

り良くつかうために製品やシステムのライフサイクル全体の統合化を模索するようにな

っていた。そして、産業別、国別のシステムとデータを世界共通にしてより生産性の高い

ビジネスをするために、世界共通の情報基盤を作らなければならないという認識が世界中

で起こっていた。そこで、CALS の一つの製品、システム、サービスを全ライフサイクル

で、「情報は一度つくって、幾度も使う」という運動は世界規模で受け入れられた。一つ

の CALS という概念（言葉）で 1995 年から 2005 年に掛けて世界中が一つになって運動

を起こすようになった。 

７ 
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１９ 連載 アーキテクチャ論 （51） 

TRIZ とシステミグラム                山本修一郎 

         国立大学法人 名古屋大学 情報連携統括本部 情報戦略室 教授 

アルトシュラーが特許を分析した結果に基づいて考案したTRIZは革新的なアイデアを創

出するための合理的な方法論である[1、2]。一方でTRIZには多数の手法が含まれているこ

とから、なかなかTRIZの実像を把握しにくいという面もある。そこで、本稿では、システ

ムからなるシステムを分析するための手法であるシステミグラム[3、4]を用いてTRIZを説

明してみよう。システミグラムの図式を用いて複雑なシステムのアーキテクチャを分かり

やすく分析できるので、複数の手法からなるTRIZをシステムとして理解できるようになる。 
 
２５ 連載 日本再生と人材育成 

人口減少／少子高齢化時代への挑戦 その６  Dr.ベスト 

 「情報と人材」をテーマにマルチ人間的に生きた 

                   あるサラリーマンの半生 

マルチ人間、スーパー人間と呼ばれてもいいほど、高度成長時代からバブル崩壊、そし

て今日に至るまで 4 回の定年退職（1 回目：企業の早期退職制度に基づく退職（52 才）、2
回目:同企業の関連会社における定年退職（60 才）、3 回目:某大学における定年退職（65
才）、4 回目:別の大学における定年退職（70 才））を経験しながらも「情報と人材」をテー

マに働き続けてきた男がいる。その男の生き方は人口減少／少子高齢化時代への挑戦に何

らかのヒントを与えることができるのではないかと思われる。その半生を「履歴書」的に

紹介させていただきたい（編集部）。 

 

３３ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第６８回 サイバーセキュリティの推進は 

政府にとって諸場の剣     根本忠明 

2014 年は、世界中でサイバー攻撃が急増した一年であった。政府機関や民間企業だけ

でなく、国民の被害も急増し、我が国も含め欧米各国はその対応に迫られた。日本では、

特に 2020 年の東京オリンピックに照準を合わせ、サイバーセキュリティの推進体制を整

えようとしている。しかし、政府主導のサイバーセキュリティ体制の強化は、諸刃の剣で

あり、政府による国民監視体制の強化にもつながりかねない。今回はこの部分に焦点を合

わせ、最近の動向について紹介する。 
 

３６ 続インテリジェンスへのいざない 66 

データ漏えい／若手議員発言 

における情報管理考          今井 武 

改めて「情報管理」を思わせる事件が続いた。ひとつが年金データ漏えい事件であり、

今ひとつは自民党の大馬鹿若手議員の勉強会での発言をめぐる事件である。 
 

 

３９ 連載 四字熟語力トレーニング            すぎやまチヒロ 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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